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-
歌
題
と
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意
1

新

庄
　
真

実

一　

は
じ
め
に

　

和
歌
史
上
、
題
詠
が
確
立
し
本
格
化
す
る

の
は
平
安
末
期
の
院
政
期
で
あ
り
、

こ
の
題
詠
中
心
化

の
現
象
と
絡
む

の
が
、

こ
の
時
期
に
百
首
歌
が
基
本
的
な
詠
歌

方
式

に
な

る
と
い
う

こ
と

で
あ

る
、
。

百
首

で
ひ
と

つ
の
完
結

し
た
小
世
界
を
作

り
出
す
百
首
歌

は
、
題
詠

の
本
格

化
を
も
た
ら

し
、
歌
題

の
規
範
化
、
題

の
本
意

の
成
熟
化
を
進
め
た
。

　

こ
の
、
題
詠
意
識

の
深
化
や
題

の
本
意

の
定
着

の
問
題
と
深
く
関
わ
る
百
首
歌

に
関

し
て
、
松
野
陽

一
、
と
深
津
睦
夫
,
に
そ

の
形
式
と
歌
題

の
変

遷
を
ま
と
め
た

論
考
が
あ
る
。
松
野
は
、
平
安
末
期

の
百
首
歌

に

つ
い
て
、
完
本
が
存
在
せ
ず
、

散
侠

し
て
し
ま

っ
て
い
る
資
料
も
対
象

に
含
め
て
四
季

・
恋

・
雑

の
す

べ
て

の
部

立

の
歌
題
に

つ
い
て
論
じ
て
お
り
、

こ
の
時
期

に
百
首
歌
と

い
う
詠
作
形
態
が
よ

う
や
く

一
般
化

し
、
歌
題

の
組
織
等

に

つ
い
て
は
基
本
的
な
類
型
が
出
揃

っ
た
段

階

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
深
津
は
松

野
の
後
を
受
け
、
最
後

の
勅
撰
和
歌
集

で
あ
る

『
新
続
古
今
和
歌
集
』

編
纂

の
際

の
応
制
百
首

で
あ
る

『
永
享
百
首
』
成
立

(
一
四
三
三
年
)
ま
で
を
範

囲
と

し
て
百
題
百
首
に

つ
い
て
調
査

し
、
百
題

百
首
は
新
古
今
和
歌
集
成
立
後

の

建
保
期
に
新

た
な
型

の
組
題

に

一
変
す
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
本
稿

で
は
、

こ
う
し
た
先
行
研
究
を
受
け
て
、
本
意
追
求

の
行
わ
れ
た
場
と
し

て
、
組

題
百
首

の
祖

で
あ

る

『
堀
河
院
御
時
百
首
和
歌
』

(長
治

二
～
三

(
二

〇

五
～
六
)
年
)
と
、
そ

の
番

い
で
あ
る

『
永
久

四
年

百
首
』

(永
久

四

(
一
一

一
六
)
年
)
、
を
基
軸
と
し
、
院
政
期

か
ら
、
二
十

一
番
目
の
勅
撰
集

で
あ
る

『
新

続
古
今
和
歌
集
』

の
成
立
ま
で
に
催
さ
れ
た
百
首
歌
を
対
象
に
、
ど

の
よ
う
な
形

式

の
百
首
歌
が
あ
る

の
か
、
ま
た
、
そ

こ
で
取
捨
選
択
さ
れ
た
歌
題

は
ど

の
よ
う

な
変
遷
を
辿

っ
た

の
か
、
そ

の
過
程
を
、
題

の
本
意

の
定
着

の
問
題
と
関
わ
ら
せ

て
探

っ
て

い
き
た

い
。

一
一　

百
首
歌

に
関
す
る
先
行
研
究

　
右
に
述

べ
た
通
り
、
平
安
末
期

の
百
首
歌

の
特
色

が
よ
く
整

理
さ
れ
た
も
の
と

し
て
松
野

の
論
考
が
、
そ
し
て
そ
の
後

の

『
六
百
番
歌
合
』
以
後

の
百
首
歌
を
整

理

し
た
も

の
と
し
て
深
津
論
文
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
項

で
は
、
そ
れ
ら

の
論
考
を

も
う
少
し
詳
細
に
整
理

し
て
お
き
た

い
。

　
松

野
は
、
『
堀
河
百
首
』
・
『
永
久
百
首
』
成
立
直
後

の
天
承
年
間

(
一
=
二
一

～

二
年
)

か
ら
元
暦

(
一
一
八
四
～
五
年
)

に
至
る
ま
で
、

つ
ま
り
新
古
今
時
代

以
前
ま
で

の
百
首
歌

に

つ
い
て
、
計
四
十
五
例

の
百
首
歌
を
取
り
上
げ
、

四
季

・

恋

・
雑

の
す

べ
て
の
部
立

の
歌
題

に

つ
い
て
論
じ
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を

複
数
歌
人
に
よ
る
も

の
と
個
人
詠

の
も

の
と
に
分
類
し
、
さ
ら
に
部
立

・
歌
題
組

織
な
ど

の
形
式
に
よ
り
分
類
し
た
上

で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
形
式
ご

と
に
、

こ
の
時
期

の
百
首
歌

の
特
色
に

つ
い
て
考
察

し
て
い
る
。

(16)



　

そ
の
形
式

に
よ
る
分
類

は
、
ま
ず
、
題

の
指
定

の
有
無
に
よ

っ
て

「組
題
百
首
」

と

「非

組
題

百
首
」
と

に
大
別

し
、
そ

の
下
位
分
類
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
、

「
少
数

題
百
首

・
百
題

百
首
」
と

「無

題
百
首

・
部
立
百
首
」
と
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、

「組
題
百
首
」

の
下
位
分
類

で
あ
る

「少
数
題

百
首
」
は
そ
の
歌
題
数
に
よ

っ
て

「
十
題
百
首
」
と

「
二
十
題
百
首
」

に
、

「
百
題

百
首
」

は
歌
題
組
織
に
よ

っ
て

「複
合
題
百
首
」
と

「素
題
百
首
」

に
さ
ら
に
分
類
さ

れ
て
い
る
。

　

少
数

題
百
首

の
内

の
十
題
百
首

は
、

「鶯

・
梅

・
桜

・
郭

公

・
七
夕

・
月

・
紅

葉

・
雪

・
恋

・
雑
」

の
よ
う

に
十
題
が
設
題
さ
れ
、　
一
題
十
首
ず

つ
詠
む
も

の
で

あ
る
。
例
に
挙
げ
た
歌
題
配
列

の
よ
う
に
四
季
部
に
重
点
を
置
く
も
の
と
、
四
季

部
を

「花

・
郭
公

・
月

・
雪
」

の
み
に
し
て
恋

・
雑
題
に
重
き
を
置
く
も

の
と
が

あ
る
。

二
十
題
百
首
も
同
様

で
は
あ

る
が
、
十
題
百
首
よ
り
も
歌
題
数
が
多

い
た

め
、
よ
り
細

か
い
組
題

の
工
夫
が
で
き
る
点
か
ら
案
出
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
少
数
題
百
首
は
、
当
時
、
複
数
歌
人
に
よ
る
百
首
歌
、

つ
ま
り
、
歌
会

の
場
で
催
さ

れ
る
百
首
歌

の
披
講
形
式
が
十
首
会
積
み
重
ね
形
式

,
で
あ

っ
た

こ

と
に
適
合

し
た
組
題
と
し
て
、
特
に
十
題
百
首

は
最
も
流
行

し
た
。
ま
た
、
二
十

題
百
首

の
形
式
を
と

る

『
九
条
兼
実
十
度
百
首
』
は
、

「後
鳥
羽
院

の
公
的
百
首

に
採
用
さ
れ
る
条
件
設
定

の
淵
源
と
な

っ
た
」
と
さ
れ
る
。

　

百
題
百
首
は
、　
一
題
に

つ
き

一
首
を
詠
む
形
式

の
も

の
で
、
そ

の
内

の
複
合
題

百
首

は

「
山
路
桜
」

「
関
路
惜
月
」

の
よ
う
に
二

つ
以
上

の
事
物
を
結
び
付
け
た

題
に
よ

っ
て
詠
ま
れ
て

い
る
も

の
を
指
す
。

こ
れ
に
対
し
て
素
題
百
首
は

「桜
」

「月
」
の
よ
う
な
単

一
の
題

に
よ

っ
て
詠
ま
れ
て
い
る
も

の
を
言
う
。
素
題
百
首

は

す
べ
て
堀
河
百
首
題
を
そ
の
ま
ま
詠
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
、
個
人
詠
で
は
当
代
で
最
も
普
遍
的
な
百
首
だ

っ
た
と
し
て
い
る
。
一
方
、

複
合
題
百
首

は
こ
の
時
期

に
入

っ
て
か
ら
か
な

り
の
頻
度

で
催
さ
れ
た
型

の
百
首

で
あ
る
と
し
、
歌
題
構
成

は
、

「
為
忠

後
度

百
首
」

を
除
き
、
す

べ
て
堀
河
百
首

題
を
基
本

に
、

一
部
永
久
百
首
題
も
用

い
て
題
を
構
成

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。
そ

し
て
、

「
組
題

の
性
質

と
し
て
の
変
化

は
新

し
い
素
題

の
組
み
合

せ

の
方

向

に
行

く

の
で
は
な
く
、
複
合

題
に
し

て
ゆ
く
方
向

で
工
夫
さ
れ
」
、

「
そ
れ
だ

け
堀
河
百
首
題

の
規
範
性
と

い
う
も

の
が
強
く
意
識
さ
れ

て
い
た
」
と
述

べ
る
。

　
非
組
題
百
首

の
う
ち

の
、
部

立
百
首

は
、

「春

20
首

・
夏

15
首

・
秋

20
首

・
冬

15
首

・
恋

10
首

・
雑

20
首
」

の
よ
う
に
、
大
枠
と
し
て
の
部
立
と
そ

の
歌
数
が
指

定

し
て
あ
る
も

の
で
、
少
数
題
百
首
に
近

い
が
、
歌
題

の
限
定

が
ま

っ
た
く
な

い

点
が
異
な

る
。
そ
し
て
、

こ
の
部
立
と

い
う
ゆ
る
や

か
な
条
件

設
定

は
、
作
者
毎

に
自
由
な
腕
を
振
る
え

る
場
を
提
供
し
て

い
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
新
古
今
時

代
以
前

で
は

『
久
安

百
首
』
と
定
家

の

『
初
学
百
首
』

の
み
に
こ
の
形
態

が
見
ら

れ
、
『
久
安
百
首
』
に
よ
る
公
的
性
格
が
強

か

っ
た
た
め
か
、

こ
の
時

期
に
は

一

般
化
し
て

い
な

い
と

い
う
。
け
れ
ど
も
、
少
数
題
百
首

に
後
鳥

羽
院

の
公
的

百
首

に
採
用
さ
れ

る
条
件
設
定

の
淵
源
と
な

っ
た
例
が
見
ら
れ
た
よ
う

に
、

こ
の
部
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

η

百
首
も
ま
た
、
文
治

以
降

の
主
要
百
首
会

に
採
り
入
れ
ら
れ
て
基
本
形
と
な

っ
て
　

q

い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

　
無
題
百
首

は
、
題
も
部
立
も
な

い
も

の
で
、
述
懐
百
首

・
恋
百
首

・
法
文
百
首

な
ど
単

一
主
題
に
よ
る
百
首
も
形
態
上
は
含
ま
れ
る
が
、
新
古
今
時
代
以
前

で
は

無
題
百
首

は
み
ら
れ
ず
、
単

一
主
題

の
百
首

は
多

く
詠
ま
れ
た
よ
う

で
あ
る
。

　
以
上

の
各
形
式
に
関
す
る
考
察
か
ら
、
こ
の
時
期
に
百
首
歌
と
い
う
詠
作
形
態

が
よ
う
や
く

一
般
化
し
、
歌
題

の
組
織
等

に

つ
い
て
は
、
ま
だ
さ

ほ
ど
複
雑
多
岐

に
分
化
す

る
こ
と
な
く
、
次
代
、

つ
ま
り
、
新
古
今
時
代
に
お
け
る

「
様

々
な
表

現
上

の
可
能
性
追
求

の
試
み
を
容
易
な
も

の
」
と
す
る
た
め

の
基
本
的
な
類
型
が

出
揃

っ
た
段
階

で
あ
る
と
し
て

い
る
。

　
深
津

は
松
野

の
後
を
受
け
て
、
文
治
年
間

(
一
一
八
五
～

一
一
八
九
年
)

の
百

首
歌
か
ら
最
後

の
勅
撰
和
歌
集

で
あ
る

『
新
続
古
今
和
歌
集
』
編
纂

の
際

の
応
制

百
首

で
あ
る

『
永
享

百
首
』
成
立

(
一
四
三
三
年
)
ま
で
を
範
囲
と

し
て
調
査

し



て
い
る
。

そ
し
て
、
百
題

百
首
は
新
古
今
和
歌
集
成
立
後

の
建
保
期
に

「
中
世
型

組
題
」

と
呼
ぶ

べ
き
、
『
堀
河
百
首
』
と
は
異
な

る
新
た
な
型

の
組
題
に

一
変

す

る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の

「中
世
型
組
題
」
は
、
新
古
今
和
歌

集

の
歌
題
配
列
と
驚

く
ほ
ど

一
致
す

る
と

い
う

こ
と
と
、
堀
河
百
首
題
と
比
べ
る

と
、
歌
題

の
種
類
は
集
約
傾
向
に
あ

る
こ
と
も
指
摘
し
、
そ
れ
ま
で
の
組
題

の
伝

統

と
は
直
接
的

に
は

つ
な
が

っ
て
い
な

い
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
深
津
は
調
査

対
象
を
、
句
題
や
名
所
題
を
除
く
百
題
百
首
形
式

の
、
ほ
ぼ
完
本
と
し
て
現
存

し

て

い
る
資
料

に
限

っ
て

い
る
た
め
、
松
野

の
調
査
範
囲

の
時
期
よ
り
後

の
時
代

に

お
い
て
、
他

の
百
首
形
式

に

つ
い
て
は
ど

の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て

い
る
か
明
ら

か
で
な

い
。

　

こ
の
深
津

の
言
う

「
中
世
型
組
題
」
は
、
定
家
、
家
隆
、
慈
円
ら
新
古
今
歌
人
、

そ
れ
も
新
古
今
和
歌
集

の
撰
集
作
業

に
直
接
関
わ

っ
た
中
心
歌
人
に
よ

っ
て
詠
ま

れ
始

め
た
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
も
、
『
新
古
今
集
』

の
影
響
を
強
く
受
け
て

確
立

し
た
と

い
う

の
は
確

か
に
首
肯

で
き
る
。

し
か
し
、
右

の
よ
う
に
調
査
対
象

外
と
し
た
も

の
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ
ま

で
の
組
題

の
伝
統
と

は
直
接
的
に
は

つ
な
が

っ
て
い
な

い
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
疑
念
が
残
る
。

三
　

百
首
歌

の
総
体
-

百
首
歌
の
リ
ス
ト
と
四
季
部
歌
題

一
覧
1

　

こ
う
し
た
先
行
研
究
を
受
け
、

そ
の
実
態
を
確
認
す
る
た
め
、
特

に
新
古
今
時

代

以
後
に

つ
い
て
、
歌
題

の
変
遷
を

み
る

こ
と
、
百
首
歌

の
総
体

を
把
握
す
る
こ

と
を

目
的
と
し
て
、
百
首
歌

の
リ

ス
ト
を
作
成

し
、
歌
題
が
あ
る
も
の
に

つ
い
て

は
四
季
部
に
限

っ
て
そ

の
歌
題
を

一
覧
に
し
た
。
以
後
、
論
点
を
四
季
部
に
絞

る

こ
と
と
す
る
。
深
津
も
先
掲
論
文
中

に
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
恋
や
雑
、
特
に
恋

部

は
後

々
ま
で
多
様
な
歌
題
構
成
が
な
さ
れ
、

一
定
し
な

い
。
そ

の
た
め
、
規
範

が
早
く
に
確
立

し
た

四
季
部

に
限

る
方
が
、

「題

の
本
意
」
と

い
う
問
題
が
明
確

に
浮
か
び
上
が

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
百
首
歌

の
リ

ス
ト
作
成
に
あ
た
り
、
調
査
範
囲
は
、
松
野
、
深
津
両
氏

の
調
査

範
囲
に
倣

い
、
下
限
は

『
新
続
古
今
和
歌
集
』
成
立
ま
で
と
し
た
。
両
氏
に
倣
う

と
、
上
限
は
堀
河
永
久
両
百
首
成
立
以
後
と
な
る
が
、

百
首
歌

の
総
体
を
知

る
と

い
う

目
的
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
初

期
百
首

の
段
階

も
含
め
た
。
調
査
対
象

は
、
『
新

編
国
歌
大
観
』

の
第

四
巻
、
第
十
巻
所
収
の

「
定
数
歌

1

・
H
」
及
び
第

三
巻
、

第
四
巻
、
第
七
巻

所
収

の

「
私
家
集
編
1

・
H

・
皿
」

で
あ
る
、。

　
項
目
と
し
て
、
作
品
名
、
成
立
年
代
、
春

・
夏

・
秋

・
冬

・
恋

・
雑

の
各
部
立

内

の
歌
数

の
内
訳
、

百
首
歌

の
形
式
、
及
び
作
者
に

つ
い
て
を

一
覧

に
し
た
。
百

首
歌

の
形
式

に

つ
い
て
は
、
前
項

の
松
野

の
分
類
を
参
考
に
し
た
が
、
松
野
が
対

象
と
し
た
時
期
に
は
見
ら
れ
な

か

っ
た
歌
題
構
成
を
も

つ
も

の
も
あ
り
、
そ
れ
ら

に
は
適
宜
名
称
を
与
え
た
7
。

　

こ
の
よ
う
に
調
査

し
、
計
百
九
十
七
例
を
リ

ス
ト
化
し
た
。

そ
の
リ

ス
ト
の
簡

略
化
し
た
も

の
が
左

の

一
覧
表
で
あ
る
。
作
品
名
、
成
立
年
代
、
形
式
を

一
覧

に

し
、
個

人
詠

の
も

の
に
は
作
品
名

に
※
印
を

つ
け
、
作
者
名
を
記

し
た
。
ま
た
、

初
期
百
首
と
組
題
百
首
と

の
境
界
、
松
野
、
深
津
両
氏

の
調
査
範
囲

の
境
界
を

二

重
線

で
、
建
久
期
、

元
久
期
、
建
保
期
を
そ
れ
ぞ
れ

一
重
線

に
よ

っ
て
区
切
り
、

時
代
区
分
を
示
し
た
。

作
品
名

成
立
年
代

形
式

※好
忠

百首

和
歌

天徳

末年

◎ひ
一)

頃

初期

百首

※
(源

順)

百
首
和
歌

天徳

末
年

象一)

頃

初期

百首

※
(重

之
百首

)

不
明
(
重
之
若年

時
の
詠作

初期

百首

※
(師

氏
百首

)

不
明

初
期
百首

※
(恵

慶法

師
百
首)

不
明

初
期
百首

※(
重
之
女百

首)

不
明

初期

百首

※(
和泉

式
部百

首)

不
明

初期

百首
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※
(相

模)

走湯

百首

(
-)

治安

二
年
(
δP
P)

正
月

初期

百
首

※
(相

模)

走
湯百

首(
2)

治
安
二
年
(
δP
P)

四
月

初
期
百
首

※
(
相
模

走湯

百首

(
3)

治安

二
年
(
δP
P)

カ

初期

百
首

※千

　
　
　
百首

永柞

二

年(9
9
0)

初
期
百
首

1

堀河

百
首

長治

二、

三
(一

δい
,

ひ)

百
題
百
首

永久

百
首

永久

四
年
(

≡
ひ)

百
題
百
首

百首

長承

三
年頃

(
=
ω阜
)

百
題
百
首(複

△晶

轡

百首

保延

兀
年頃

(
=
ω
い)

百
題
百
首

※
(俊

成)

述懐

百首

保延

六

～七

年
(
=
阜O

～
一)

百
題
百
首
(堀

河題

)

※(
六
条院

冒百

旦

百首

不明

百題

百
首
(
ほぼ

堀
河
題)

崇
　
　
　
百首

保延

六

～七

年
(一

=O

～
一)

百
題
百
首
(堀

河題

)

久安

百
首

久安

六
年
(
=
い
O)

部立

百
首

久安

百
首
(忠

盛)

久
安六

年
(
=
い
O)

部立

百
首

崇徳

院句

題
百首

仁平

元年

墜剛

(
=
い一)

百
題
百
首
(句

題)

※(
公

重
百
首

保元

元年

(
=
い
ひ)

無
題
百
首
(述

懐)

師光

百首

(
小野

宮侍

従百

首)

永暦

元年

塁剛
(
=
$)

十
題
百
首

※
(寂

信)

寄恨

百首

永暦

元(一
一
8)

～仁

安
元

年(一一
ひひ
)

百
題
百
首(堀

河題

二
条
天
皇
百
首

永暦

二

年
(
=
ひ一)

十
題
百
首

仁
和寺

御室

(覚

性)

百首

嘉応

元年

(
=
ひO
)

竪
則

十
題
百
首力

法門

百
首

保一
兀一
兀年

　(
=
い
ひ)
　
～
且
嵯見

二

年
　(一
一
ひ恥
)

百
題
百
首
(経

典
の
句題

)

※
(藤

原隆

邑

朗詠

百首

一

三〇
〇

～
一
P8

百
題
百
首
(

後徳

天寺

実定

百首

長{寛

三

(11
6
5)

～
承
安
二

年
(=

謬)

百
題
百
首
(複

A
晶e

歌林

苑士

挫
百首

承安

二
年頃

以前

(一
ミN
)

※(
慈円

)

初度

百首

(練

習
百首

)

安元

二
年(
=
刈ひ
)

以前

十
題
百
首

※(
西行

)
恋
百十

首

承安

末～

治承

初頃

力
(一

ミい

～
q刈
)

無
題
(
本
来は

有題

)

※(
清
騨
述
懐百

首

治承

元
年

合
ミ
刈〉

以前

力

無
題
百
首力

※

(俊
恵
)
百
首

※

(俊
恵
)
百
首

※
(俊
恵
)後
百
首

九
条
兼
実
干
度
白
首

倉
天
臣
家
百
首

※

釜
心円
)
述
懐
百
首

白
河
殿
女
房
百
首

※

(定
家
〉
初
学
百
首

※
(皇
太
后
宮
大
進
)
百
首

※
(頼
魎

述
懐
百
首

※

(広
ゴ亘

百
首

※

(長
方
)
百
首

※

(寂
蓮
)
百
首

※
(親
盛
)
百
首

※
忠
度
百
首

※

(定
家
)
堀
河
院
題
百
首

※

(鍵
也
)
月
百
首

※

(鍵
也
)
恋
百
首

※

(鍵
也
)
古
歌
百
首

※

(西
行
)
百
首

九
条
兼
実
後
度
百
首

九
条
兼
実
結
題
百
首

※
寂
蓮
無
題
百
首

※

釜
心巴

堀
河
院
題
百
首

※

憲

円
)
百
首

不
明

治

承
二
年

(=
刈OQ)
以
前

力

治

承
二
年

(=
刈
。゚)

以
前

力

治

承
二
年

(一ミ
OQ)

安

元
二
年

(=
刈
ひ)
～
治

承
三
年

(一
ミ
O
)
三
月

治

承
三
年

(=
刈
O)
塁

剛

養

和
元
年

(一一。。
一)

寿

丞

兀
年

(=
○O
P)
以
前

寿
永

元
年

(=
Oo
P)
以
前

寿
永

元
年

(=
OQP
)
以
前

不
明

寿

丞

兀
年

(=
◎QP
)

以
前

力

寿
永

元
年

(=
OoP
)
以
前

寿

永
1K
年

(ll
82
)

寿

丞

兀
年

(=
OQP
)

不
明

不
明

不
明

文
治

成
立
説
ア
リ

(=
。。
い
-̂

9
0)

治

承
二
年

(一ミ
OQ)
～
寿
永

元
年

(=
。。P
)

治

承
二
年

(一ミ
OQ)
～
文
治

三
年

(=
°。
刈)

文
治

(=
OQ
い)
初
年
頃

・
文
治

五
年

(=
°。
ゆ)
頃

文
治

三
年

(=
OQ
刈)
以

前

文
治
三
年

(=
。。
刈)
前
後

ま
で

百
題
百
首
(堀
河
題
)

(複
合
題

不
明

二
十
題
百
首

無
題
百
首

百
題
百
首
力

部
立
百
百
(久
安
百
首

百
題
百
首
(複
合
題

無
題
百
首

百
題
百
首

(堀
河
題
)
力

不
明

十
五
首
存

(同

一
百
首
か
不

明
)

百
題
百
首

(堀
河
題

百
題
百
首

(編
纂
型
)

百
題
百
首

(堀
河
題
)

無
題
百
首

無
題
百
首

無
題
百
首

十
題
百
首

二
十
題
力

百
題
百
首

(寂
蓮
結
題
百
首

と
同
堺
刀
)

無
題
百
首

(堀
河
題
)

百
題
百
首

部
立
百
首
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※

憲
円)

日
吉百

首和

歌

文治

二

年(
=
OQひ
)

頃
～
文

治四

年(一一
。。
。。)

夏

部立

百
首

二
見浦

百
首
(御

裳濯

百首

)

文
治
二
年
(
=
OQ
ひ)

～
文
治四

年秋

部立

百
首

閑
居
百
首

文治

三

年(
=
°。刈
)

十
一

月

部
立
百首

※

Ω怒

円)

厭離

百首

-1'(治

三

年
(
ll
8
7)

十
一

月晦

日

部立

百
首

寂蓮

結
題
百
首

文

治三

年
(
=
OQ
刈)

百
題
百
首
(句

題)

股富

門
院
大輔

百首

文

治三

年
(
=
QQ
刈)

部
立
百
首

※
(慈

円)

楚忽

露胆

百首

文治

四

年
(
=
°。
°。)

百
題
百
首
(堀

河題

)

※

霧
[
呈埜

露胆

百首

文治

五

年(
=
OQO
)

春

百
題
百
首(堀

河
題)

※
(定

家)

重
奉和

早卒

百首

文

治五

年
(
=
OQ
O)

三
月

百
題
百
首
(堀

河題

)

※俊

成
五社

百首

文
治
六
年
(
=
8)

.

百
題
百
首

.

※
(慈

円)

一

日百

首

建
久
元年

(
=
O
O)

四
月
八
日

十
題
百
首

※
(慈

円)

宇治

山百

首

建
久
元
年
(
=
O
O)

五
月

百
題
百
首
(堀

河題

)

勒何

百
首
(
一

句百

首)

建
久元

年
(
=
8)

六
月

春
秋
30、

夏
冬
20首

賦
百字

百
首
(
一

字
百
首)

建
久元

年
(
=
8)

六
月

二
十
題

花
月
百
首

建
久
元年

(
=
8)
九
月

※

食
経)

二
夜百

首

建
久
元年

(
=
8)
十
二
月
十五

,

六
日

二
十
題
百
首

※

憲
円)

当座

百首

建
久
二
年(
=
2)
正
月
二

士
一,

三
日

二
十
題
百
首

十題

百
首

建
久
二
年(
=
〇一)
冬

十
題
百
首

※(慈

巴
秋
日当

崔
昇民
詠百

百和

歌

建
久三

年
(
=
£)

部立

百
首

※
登蓮

恋
百
首

1
=1
I安

末期

無
題
百
首

※(
式子

内親

王)

第一

百
首

建
久五

年(
=
逡)
頃

部立

百
首

※(
式子

囚親

王)

第二

百
首

建
久五

年(
=
逡)
頃

部立

百
首

六
百
番
歌
合

建
久
五
年
(
=
逡)

百
題
百
首

南
海漁

父
百
首
(百

番歌

倉

建
久五

年秋

(
=
逡)

部
立
百首

※
(良

経)

治承

題百

首

建
久六

年三

月
以降

同
七
年十
一

月政

変
以前

二
十
題
百
首(
右
大
臣
家
百

首
題

※

憲円

)

廿
題
百
首

建
久
六
年二

月～

八月

三
二
日

二
十
題
百
首(
右大

臣家

百

首題

)

※
(良

経)

西
洞隠

士
百首

建
久
七
年
(=

Oひ
)

頃

部立

百百

※
(定

家)

韻歌

百
廿
八
首和

歌

建
久
七
年(
=
Oひ
)

九
月
一

八
日

部立

百首

※
(家

隆)

初心

百
首

建
久
八
年(
=
O刈
)

百題

百首

(
堀河

題)

※
(家

隆)

後度

百
首

建
久
八
年(
=
O刈
)

カ

百題

百首

(
堀河

題)

※
(家

隆)

二
百
首和

歌

建
久
八
年(
=
S)

七
月
二
九
日

百題

百首

(
堀河

題)

※(慈

円)

四季

雑
各
廿
首都

合百

首

建
久
九

年(
=
ゆOQ
)

五
月
～
正

治
元年

(
=
O
O)

六

部立

百首

月

※

憲円
)

報
恩
講百

首

建
久
九

年
(=

ゆ◎Q)

百題

百首

力

※
(雅

経)

鳥
羽
百
首

建
久
九

年
(=

O
OQ)

十題

百首

正
治
初度

百首

正治

二
年
(薗

8)

秋

部立

百首

正
治後

度
百首

正治

二
年冬

二
十題

百首

※
(後

鳥羽

院)

内宮

御百

首

建
仁
元
年(
雨〇
一
と
二
月

部立

百首

※
(後

鳥
羽
院)

外宮

御百

首

建1
11
K年

(12

01
)1
二

月
力

部立

百首

千五

百番

歌合

建

仁
兀年

(
謁9

)

六
月

部立

百首

※
(雅

経)

詠
百
首
和歌

建
仁
二
年
(這

OP
)

八
月
二
十
五
日

部立

百首

※俊

成祇

園
百
首

元
久
元
年
(這

宝)

百題

百首

※(
雅卿
)

詠千

日
影供

百首

和歌

元
久
二
年
(雨

Oい
)

正月

部立

百首

※
(雅

経)

詠
百
首
和歌

元
久
二
年
(薗

Oい
)

百題

百首

(
堀河

題)

※
(雅

経)

春
日社

百
首

元
久
二
年(
高O
い)

士

耳

部立

百首

※

憲巴

百首

句
題

不
明

百題

百首

(句

題)

※

憲円
)

略
秘贈

答和

歌百

首

建
暦
二
年(一P
一
P)

正
月
十
六
日
～
同二

年九

月

無題

百首

※

憲円

)

日吉

百
首

建
暦
二
年
(巨

P)

無題

百首

※
(雅

経)

百
日
歌
合

建
保
二
年(一日

轟)

七
月
二
十
五
日
～
百日

間

百題

百首

※

憲
円)

送
佐州

百
首

建

保二

、

三

年
(1
21
4,
い)

九
月
末

頃

無題

百首
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(
　

　

　

首

建

保
二
年
(一P
一
い)

九
月

士
二
夜

複合

題
百
首
(
やや

変
則的
)

建保

名
所百

首

建
保三

年(

巨
い)
十
月

百
題
百
首

※
(慈

円)

秀歌

百首

草

建

保
二
年
(

巨
い)

部
立
百首

※道

家百

首

建
保三

年(

巨
い)
冬

部立

百
首

後鳥

羽
院百

首

建
保四

年(

巨
ひ)
二
月

部立

百
首

※忠

信
百
首

健保

四
年(

巨
ひ)

部
立
百
首

※土

御
門
院百

首

建
保四

年
(

巨
ひ)

三
月

百
題
百
首

※(

順徳

院)

朗詠

百首

建
保四

年(

巨
ひ)
八
月
頃

百
題
百
首

文集

百
首

建

保六

年
(

巨
。゚)

百
題
百
首
(文

集題

)

※(
寂
旦
文
集百

首

建

保六

年(一
圏
OQ)

百
題
百
首
力

※
(慈

円)

春日

百首

草

建

保六

年
(
雨一
〇Q)

十
一

月～

七

年春

一

部
一

題
二
～三

首

※

憲
円)

難仮

百首

建
保七

年
(

巨
O)

正
月

無
題
百
首

※(
fi°:　

>
無
題百

首

承久

元年

(

巨
O)

無
題
百
首(部

立)

※
(慈

巴

賀茂

百首

承久

元年

(
這一
〇)
六
月
～
二
年

部
立
百首

※
(慈

円)

八
幡百

首

承

久
二

年
(一P
P
O)

頃

一

部
一

題
二
～三

首

四季

題
百
首
(二

十五

首題

百首

)

承久

二
年(
薗P
O)

二
十
五
題
百首

※為

家一

夜百

首

承久

三
年
(
這圏

)

五
月
以前

百
題
百
首
(複

A
晶轡

※

憲
円)
　
　
　

百首

承元

二
年
(
旨圏

)

十
月
十五

日

無
題
百
首

※
(慈

円)

春日

百首

承久

三
年
(
雨圏

)

～
貞応

二
年
(雨

鵠)

十
題
百
首

※(
fi°:　

)

名所

百首

承久

四年

(
薗P
P)

百
題
百
首(名

所
題)

※
(寂

身)

四
季題

百首

貞応

1
l

年(1
2
23
)

百
題
百
首

藤
川
五
百
首

定
家
　

承
久
三

年
(
一
P日

)

頃
・

元
任
元
年

百
題
百
首
(句

題〉

(1
22
4)

・

嘉禎

三(

5ω
刈)

～四

年頃

など

諸説

※後

鳥
羽
院遠

島百

首

承久

三
年(
這日

)
～
延応

元年

(
団ω
O)

部
立
百首

※長

綱
百
首

不明

(嘉

禄二

年(
薗P
ひ)
)

百
題
百
首
(恋

・

雑一

部
一

題五

首乃

至
十亘

※
(如
願
)
百
首

為
家
卿
家
百
首

※
家
隆
家
百
首

※
(寂
身
)句
題
百
首

※
(寂
身
)堀
河
題
百
首

洞
院
摂
政
家
百
首

九
条
前
内
大
臣
家
内
々
百
首

※
順
徳
院
百
首

※
(寂
身
)百
首

※
(寂
身
)
百
首

宝
治
百
首

※
祐
茂
百
首

※
為
家
五
社
百
首

(七
社
百
首
)

弘
長
百
首

※

愈
豆
豊
親
王
)
弘
長
元
年
五
月
百
首

※

9
奮
旦親
王
)
弘
長
元
年
九
月
百
首

※

(宗
酋
親

王
)
百
首

※
(宗
尊
親
王
)
弘
長
二
年
十

一
月
百
首

※
(宗
酉
親

王
)
弘
長
二
年
十
二
月
百
首

※
(宗
尊
親
王
)
弘
長

二
年
当
座
百
首

※
(宗
尊
親
王
)
弘
長

二
年
百
首

※
(宗
尊
親
王
)
文
永
元
年
十
月
百
首

※

(宗
尊
親
王
)
百
首

※
為
家
徒
然
百
首

※
(宗
尊
親
王
)
文
永
六
年
四
月
百
首

※
(心
雷
親

王
)
文
永
六
年
五
月
百
首
歌

不
明

寛

喜
元
年

(薗
P
O)

寛

査
星
-間

(12
2
9
-̂

3
1)
力

寛

喜
二
年

(12
3
0)

寛

喜
二
年

(雨
い
O)

寛

喜
二
年

(謁
ω
O)
～
貞
永

元
年

(薗
ωP
)

貞

永
元
年

(這
ω
P)
ご

ろ

貞

丞

兀
年

(薗
旨
)

寛

元

二
年

(這
参
)

宝

治
二
年

(薗
恥
OQ)

宝
治

二
年

(一P
阜
OQ)

建

長
八
年

(一P
い
ひ)　
公
康
一兀
一兀
任
↓

文
応

元
年

(5
$
)
九
月
～

同
二
年

一
月

弘
長
元
年

(這
ひ
一)

,�
長
1K
年

(12
6
1)

弘
長
元
年

(這
ひ
一)

,�
長
1
l年

(12
62
)

弘
長
二
年

(這
融
)

弘
長
二
年

(一P
ひP
)

弘
長

二
年

(薗
ひω
)
六
月

弘
長

二
年

(薗
ひω
)
八
月

文
永

元
年

(一P
象
)
十
月

文
永

二

(雨
ひい
)
～

○
年

(126
7
)
秋
頃

文
永

五
年

(雨
ひ
Oo)

文
永

六
年

(目
ひ
O)
轟
月

P
°。
日

文
永
六
年

(薗
ひ
O)
い
月

部
立
百
首

部
立
百
首

百
題
百
首

(複
△
晶
導

百
題
百
首

(複
A
晶
轡

百
題
百
首

(堀
河
題
)

二
十
題
百
首

百
題
百
首

(複
△
晶
導

部
立
百
首

部
立
百
首

部
立
百
首

一
部

一
題
二
～
三
首

一
部

一
題
二
～
三
首

百
題
百
首

一
部

一
題
二
～
五
首

部
立
百
首

部
立
百
首

弘
長
百
首
題

二
十
題
百
首

一
部

一
題
二
～
三
首

部
立
百
首

部
立
百
首

部
立
百
首

部
立
百
首
力

百
題
百
首

(複
△
晶
轡

部
立
百
首

部
立
百
首
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※
(宗
尊
親
王
)
文
永
六
年
八
月
百
首

※
為
家
当
座
百
首

※
(心
篭

親
王
)
文
永
八
年
七
月
百
首
歌

※

(雅
有
)
百
首
和
歌
A

※

(雅
有
)

一
夜
百
首

※
実
兼
百
首

弘
安
百
首

※

(亀
山
院
)
詠
百
首
和
歌

※

(雅
有
)
堀
河
題
百
首

※

(雅
有
)
堀
河
院
後
題
百
首

※

(雅
有
)
百
首
和
歌
B

※

(雅
有
)
名
所
百
首

※
安
嘉
門
院
四
条
五
百
首

※
為
兼
鹿
百
首

嘉
元
百
首

※
後
二
条
院
百
首

※
国
冬
百
首

※
国
冬
祈
雨
百
首

※
国
道
百
首

文
保
百
首

※
資
広
百
首

※
(尊
艮
親
王
)
一宮
百
首

※
尊
円
親
王
詠
法
華
経
百
首

文
永
六
年

(雨
ひO
)。。
月

文
永
八
年

(12
7
1)轟
月

P
°。
日

文
永
八
年

(這
刈
一)刈
月

弘
安

元

二
年

(127
8.9

　
　　
W
)

弘
安

元

二
年

(雨
刈
。。色

弘
安
元
年

(這
刈
OQ)

秋
ま
で

弘
安

元
年

(一雪

。゚)

秋

不
明

弘
安

元
、

二
年

(這
刈
OQ
O

　
　　
堕
)

弘
安
元
、

二
年

(12
7
8,9
)

弘
安

兀

二
年

(一雪
。。也

弘
宏

兀

二
年

(薗
刈
。。色

弘
安

二
年

(這
OQ
O)
春

～
弘
安
四
年
秋

永
仁
六
年

(這
OO。
)
秋

乾
元

元
年

(一ωO
P)

翠

量
兀
元
年

嘉
元

元
年

(一ω
8
)

正
安

二
年

(一ω
8
)
七
月
～

正
和

二
年

(一呂
轟
)
四

月

の
春

正
安

二
年

(一ω
8
)
七
月
～

正
和

二
年

(一呂
轟
)
四

月

の
秋

不
明

(一P
刈
刈
～

一ωP
OO
)

文
保

1l年

(13
19)

一互
呈

二

(13
2
3)、

四
年
墜

剛

元
徳

二
年

・
元
弘

元
年

(一ω
ω
一)

不
明

(這
O
。。
～

135
6
)

部
立
百
首

百
題
百
首
(複
△晶

惨

部
立
百
首

一
部

一
題
二
～
五
首

百
題
百
首

(複
A
晶
㊥

部
立
百
首

部
立
百
首

一
部

一
題
二
～
五
首

百
題
百
首

(堀
河
題
)

百
題
百
首

や永
久
題
)

百
題
百
首

(複
△
晶
㊥

百
題
百
首

百
題
百
首

百
題
百
首

一
部

一
題
二
～
五
首

一
部

一
題
二
～
五
首

一
部

一
題
三
乃
至
五
首

百
題
百
首
(雨
中

・
寄
雨
題
)

百
題
百
首

(句
題

一
藤
川
百

首
と
同
題
)

部
立
百
首

部
立
百
首

一
部

一
題
二
～
五
首

品
経
百
首

(法
華
経
各
品
に

つき

一

～
四
首)

北野

社
百首

和
歌

建

武三

年
(一
ωω
ひ)

=

月～

康
永
二

年(
5

お)

百題

百首
(
複合

題

三
月

※尊

円親

王
百
首

貞
和
二

年
(一
ω
恥ひ
)

部立

百首

※徽

安門

院
一

条集

貞
和
二

年
(一
い

ま)

部
立百

首
(部

立
名な

し)

※(
足

利尊

氏)
等持

院百

首

貞
和
二
年
(一
ω
ま)

秋

部立

百首

※(
二条

良基

)
後普

光
園院

百首

　lij

年
(1
3
52
)

八月

部立

百首

延文

百首

延-p
(1
K年

(1
3
56
)

一

部
一

題
二
～
五
首

大山

祇神

社
百
首
和
歌

応
安
八
年
(永

和
元年

二
月
二
七
日
改
元、

百題

百首

(複

A晶

轡

扇い
刈)

三

月竪

剛

※頓

阿
百首

A

延
文
三

年
(一
ω
い
OQ)

正月

百題

百首

(複

A晶

轡

※頓

阿
百首

B

不
明

部立

百首

※頓

阿句

題
百
首

康安

の

頃(一
ωひ
一

～
P)

百題

百首

(句

題)

※
(足

型
我詮

)

宝
筐院

百首

康安

二
年
(一
ω
訟)

八月

二
十
六
日

竪
剛

百題

百首

(複

A晶

轡

※慶

運
百首

不
明

　
(
雨
Oω

-
^
1
3
6
9)

カ

一

部
一

題
二
～
五
首

隠岐

局
田明

神
百
首

至徳

四

年
(一
ω
OQ刈
)

六

月

百題

百首

(
三字

題)

※後

崇光

院
御
百
首

応永

十八

年
(≡

一)

以前

百題

百首

(
複A

晶轡

※
(耕

運)

雲
窓縢

語

応永

二
一

年(1
41
4)

頃

百題

百首

(
句題

一

藤川

百

首と

回題
)

※耕

雲
百首

正
長
二
年
(玉

P
OQ)

正月

～
翌
年七

月
頃

一

部
一

題
二
～
五
首

※後

思薩

里
陽百

首

・
丞口子

五

年(
三い
い)

九月

百題

百首

(複

A晶

轡

・丞

旱百

首

・
丞
旱
五

年
(1
43
3)

百題

百首

　
さ
ら

に
、

リ
ス
ト
化

し
た
百
首
歌

の
う
ち
、
組
題
百
首

の
歌
題
を
、
『
堀
河

百

首
』
と

『
永
久
百
首
』

の
歌
題
を
基
軸
と
し
て
成
立
年
代
順
に
並

べ
て
四
季
部
歌

題

一
覧

8
と
し
て
ま
と
め
た
。
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以
下
、

こ
の
百
首
歌

の
リ
ス
ト
と
四
季
部
歌
題

一
覧

の
分
析
を
通
し
て
明
ら
か

に
な

っ
た

こ
と
を
述

べ
て
い
き
た

い
。

四
　

形
式
と
歌
題

の
変
遷

　

1
　

少
数
題

百
首

　

小
数
題

百
首

に

つ
い
て
は
、
松
野

の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う

に
、
『
九
条
兼
実
十

度

百
首
』
が

二
十
題
百
首

の
正
統
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
、
『
治

承
題
百
首
』
・
『
廿
題
百
首
』
・
『
二
夜
百
首
』
・
『
鳥
羽
百
首
』
・
『
正
治
後
度

百
首
』

か
ら
わ
か
る
。
少
数
題
百
首

の
四
季
部
歌
題
を

一
覧

に
し
た
表

,
を
次

に
挙
げ

る
。

作品

名

師
光
百　首
一
一

条
天白舌音

初
度
百首舷芭

　　

　喜
(
西
行)喜

兼実

後憲 一

日
百首

二
夜
百首

書正治
後
度

喜

春
日
百　首

洞
院摂

政套
白

輩親

王喜

成
立
年　代

永
暦
元年以剛

永
暦
二　年

安
元
初塗

治承

二年

文
治
成立説
治
承
二～寿永元年

建
久
元　年

建
込
兀年

建
久
元　年

　　

　

正治

二
年

承
久
三～貞応二年

寛喜

二
～東丞兀年

弘

長
二　年

髪

毒

毒

毒

二十

題

毒

二
十題

蓮

二
十題

二
十
題

毒

二
十題

毒

二十

題

二十

題

春

立
春

立春

霞

胡護

霞

霞

霞

霞

鶯

鶯

鶯

梅

梅花

梅

梅

轟

桜

花

花

花

花

花

花

桜

花

花

花
育

罐

罐

碁

春

暮

夏

暴

暴

暴

暴

暴

暴

暴

暴

暴

暴

暴

五
且雨

五且

雨

五且

雨

五
且雨

五
且雨

葺

照射

豊

藷

花
橘

紬涼

夏

秋

穀

穀

夢

夢

草花

輕

草
花

花薄

馨

霧

露

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

鹿

鹿

馨

棄

棄

奨

箋

棄

棄

嚢

蓑

秋

冬

驕

驕

華

雪

雪

雪

雪

雪

雪

初雪

雪

雪

氷

雪

氷

氷

雪

小
野
墨罷畏

馨

馨

冬

一
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『
九
条
兼
実
十
度

百
首
』
は
、
春

「
立
春

・
鶯

・
花
」
、
夏

「郭
公

・
五
月
雨
」
、

秋

「
草
花

・
月

・
紅
葉

」
、
冬

「
雪

・
歳
暮
」

と
設
題
さ
れ

て
お
り
、
『
鳥

羽
百

首
』
『
正
治
後
度
百
首
』
と
重
な
る
歌
題
が
多

い
。

ま
た
、
右

の

一
覧
表
に
は
含

ま
れ
て
い
な

い
が
、
兼
実

の
息
子
で
あ

る
良
経
と
、
そ

の
叔

父
の
慈

円
の
二
名
が

建
久

六
年

以
後

に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
『
九
条
兼
実
十
度

百
首
』

の
題
を
そ

の
ま
ま
踏

襲

し
て

『
治

承
題
百
首
』
『
廿
題
百
首
』
を
詠
ん
で

い
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、

『
九
条
兼
実

十
度
百
首
』

の
題
が
正
統
と
意
識
さ
れ
た
と
言
え
る
。

　
ま
た
、
そ

の

『
九
条
兼
実
十
度

百
首
』

の
題
を
あ
え
て
外
す
よ
う
に
し
て
、
春

「霞

・
梅

・
帰
雁
」
、
夏

「照
射

・
納
涼
」
、
秋

「
霧

・
鹿

・
濤
衣
」
、
冬

「
時
雨

・
氷
」

と
全

く
重
な
り
を
見

せ
な

い
題
が
設
け
ら
れ
た

『
二
夜

百
首
』

は
、
『
堀

河
百
首
』

の
正
統
題
と

『
永
久
百
首
』

の
変
形
題

の
関
係

に
な
ぞ
ら
え
る

こ
と
が

で
き
、
新
し

い
歌
題
を
開
発

し
よ
う
と
し
て
い
る
試
み
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
『
二

夜

百
首
』
は
建
久
元
年
に
良
経
に
よ

っ
て
詠
ま
れ

て
お
り
、
そ

の
た
め
、
建
久

五

年
の

『
六
百
番
歌
合
』

に
お
い
て
新
た
な
歌
題
を
開
拓
し
て
い
く
た
め
の
前

段
と

し
て
の
試
み
と
み
る

こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
意
味

で

『
賦
百
字
百
首
』
も
同
様
だ

ろ
う
。

ま
た
、
『
鳥
羽
百
首
』
は
十
題
百
首
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先

に
述

べ
た
通

り
、

二
十
題
百
首

の
題
と
重
な
る
た
め
、
各
題

の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
歌
が
詠
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
そ
れ
は
、
本
意
追
求

の
新
た
な
試
み

の

一
つ
と

い

っ
て
よ

い
と
考
え
る
。

　
2
　

百
題
百
首

　
次

に
百
題
百
首

の
形
式
を
示
す
も

の
に

つ
い
て
考
察
す

る
。

　

(
1
)
組
題

の
型

　
ど

の
よ
う
な
組
題

の
型
を
設
定

し
て
い
る
か
と

い
う
問
題
に
目
を
向
け
る
と
、

松
野

・
深
津
両
氏
が
す

で
に
指
摘

し
て
い
る
こ
と

で
は
あ
る
が
、
元
久
年
間

(
一

二
〇

四
～
)

頃
ま

で
は
堀
河
題
を
素
直

に
題
に
し
て
い
る
も

の
が
多

く
、
個
人
百

首

ほ
ど
堀
河
百
首
題
を
そ

の
ま
ま
詠
む
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
時
期

は
、
新
古
今
歌

人
の
初
学
期

に
あ
た
り
、
堀
河
百
首
題
が
百
首
歌

の
規
範

で
あ
る
と

い
う
意
識
か

ら
、
習
作
と

し
て
詠

む
と

い
う
こ
と
が
あ

っ
た
た
め
、
個
人
詠
に
よ
る
も

の
に
は

こ
の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る

の
だ
ろ
う
。
規
範
た
る
堀
河
百
首
題

に
よ

っ
て
和

歌

の
定
型
的
な
感
性
を
自
分

の
中

に
取
り
込
む
と

い
う

よ
う
な
狙
い
が
あ

っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、
建
保
年
間

(
一
二

一
三
～
)
頃
か
ら
配
列
順
序
が
大
き
く
異
な

っ
た

り
、

「花
」

「郭

公
」

「
月
」

「
雪
」
を
多
く
詠

む
集
約
傾

向
が
見
ら
れ
た
り
と
、

少

し
変

化
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
変
化
に
関
し
て
は
、
春

の
部
立
が
最
も
揺

れ
が
少

な
く
、
夏

の
部
立

の
変
動
が
最
も
激

し
い
。
堀
河
百
首
題
と

一
致

し
な

い
題

で
は
、

永
久
百
首
題
と

一
部

入
れ
替
え
て
い
る
も

の
が
多
く
あ
り
、

こ
れ
は
松
野

の
調
査

範
囲

の
百
首
歌

の
傾
向
と
同
様
で
あ
る
。

し
か
し
、
中

に
は
永
久

百
首
題
と
も

一

致

し
な

い
歌
題
が
あ

り
、
そ
れ
ら
は

『
六
百
番
歌
合
』

の
歌
題
と

一
致
す
る
場
合

が
多

い
。

し
た
が

っ
て
、
新
た
な
百
首
歌
を
詠
む
際

に

『
六
百
番
歌
合
』

が
歌
題

選
択

の
新
た
な
規
範
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
と

い
え

る
。

　
　

a
　
暦

日
意
識

・
行
事
色
を
廃
し
た
歌
題

　
そ
し
て
、
そ

の

『
六
百
番
歌
合
』

の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
変

化
が
夏

の
部
立
に

見
ら
れ
る
。

　
夏

は
、
『
堀
河
百
首
』

に
お

い
て
は

「更
衣
」

に
始
ま
り

「
六
月
祓
」

で
終
わ

る
と

い
う
暦
や
行
事
色
が
強

く
表
れ

て
い
た
が
、
『
六
百
番
歌
合
』

で
は
、

「新

樹
」
に
始
ま
り
、
「蝉
」
で
終
わ
る
と
い
う
、
自
然

の
景
物

に
よ

っ
て
夏

の
初
め
、

終
わ
り
が
描
き
出
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
暦
や
行
事
色

の
表
れ
な

い
、
「首

夏
」

「遅
桜
」

「
余
花
」

「
夏
聞
鶯
」

の
よ
う
な
題

で
始
ま
り
、

「
晩
夏
」
や

「
秋

近
」
と

い
う
よ
う
な
題

で
終
わ
る
百
首
歌
が
い
く

つ
か
見
ら
れ
た
。
該
当
す

る
百

首
歌
を
成
立
年
代
順

に
並

べ
る
と
次

の
通
り
で
あ
る
。
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『
後
徳
大
寺
実
定
百
首
』

(長
寛
三

(
一
一
六
五
)
～
承
安
二
(
一

『
百
首
句
題
』

(成
立
年
不
明
、
慈
円
に
よ
る
)

『
光
明
峯
寺
摂
政
家
百
首
』

(建
保
三

(
一
二

『
(順
徳
院
)
朗
詠
百
首
』

(建
保
四

(
一
二

五
)
年
九
月
±

　

「首
夏
」

六
)
年
八
月
頃
)

(『
藤
川
百
首
』

(成
立
年
諸
説
、
定
家
に
よ
る
)

『
長
綱
百
首
』

(嘉
禄

二

(
一
二
二
六
)
年
か
)

「
首

夏

」

七
二
)年
)

　

「晩
風
似
秋
」

　

「野
草
秋
近
」

二
夜
)「

晩

夏

」

「卯
花
隠
路
」　

　

「行
路
夕
立
」
)

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
「原
上
余
花
」

『
家
隆
家
百
首
』

(寛
喜
年
間

(
=

一二
九
～
三

一
)
か
)

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
「遅
桜
」

『
九
条
前
内
大
臣
家
百
首
』

(貞
永
元

(
=

一三
二
)
年
頃
)

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
「林
早
夏
」

『
宝
治
百
首
』

(宝
治

二

(
一
二
四
八
)
年
)

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
「首
夏
」

『
国
冬
百
首
』

(正
安

二
(
=
二
〇
〇
)
年
七
月
～
正
和
三

(
=
二
一

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
「首
夏
」

『
一
宮
百
首
』

(元
徳
三

・
元
弘
元

(
一
三
三

一
)
年
)

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
「首
夏
」

『
頓
阿
百
首
A
』

(延
文
三

(
三
二
五
八
)
年
正
月
)

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
「首
夏
」

『
頓
阿
句
題
百
首
』

(康
安

の
頃

(
一
三
六

一
～
二
))

「
晩

夏

枕

」

「
晩

夏

」

四

)
年

)

『
隠
岐
高
田
明
神
百
首
』

(至
徳
四

(
一
三
八
七
)

「深
谷
夏
聞
鶯
」

年
六
月
)

「首
夏
風
」

「蛍
入
定
僧
衣
」

　
鎌
倉
末
期
～
南
北
朝
に
至

っ
て
、
再
び
こ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
も

興
味
深

い
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
『
宝
治

百
首
』
を
除
け
ば
、
建
保
年
間
か
ら
貞
永

元
年
ま

で
、

つ
ま
り
、
『
新
勅
撰
和
歌
集
』

の
編
纂
期

に
至
る
ま

で
に
こ

の
暦

日

意
識
や
行
事
色
を
廃

し
た
歌
題
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
注

目
し
た

い
。

こ
の
時
期
は

定
家
が
歌
壇

の
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
時
期
と

一
致
す
る
。
し
た
が

っ
て
、

暦

日
意
識
や
行
事
色
を
廃
し
、
自
然

の
景
物

に
よ

っ
て
季
節

の
移

り
変
わ
り
を
表

そ
う
と
す

る
傾
向
は
、
新
古
今
歌
人
、
特
に
定
家

の
影
響
が
あ

っ
た

の
で
は
な

い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

b
　
季
節

の
枠
組
を
超
え
た
歌
題

　
さ
ら
に
、
歌
題

の
変
遷
を
歌

の
素
材

の
面
で
み
る
と
、
季
節

の
枠
組
を
超
え

て

設
題
さ
れ
て
い
る
も

の
が
あ
る
。

　
ま
ず
、
『
堀
河
百
首
』

と

『
永
久

百
首
』

の
部
立
と
は
違
う
部
立

の
題
と
し
て

詠
ま
れ
て

い
る
も

の
が

い
く

つ
か
み
ら
れ
る
。
具
体
的

に
は

「夕
立
」
が
挙
げ
ら
れ

る
。

「夕
立
」
は

『
永
久
百
首
』

で
は
秋

の
題
と
し
て
設
題
さ
れ

て
い
る
が
、
『
六

百
番
歌
合
』
か
ら
夏

の
題
に
組
み
込
ま
れ
、
十
三
代
集

の
頃

の
百
首
歌
に
は
ほ
ぼ

確
実
に
夏

の
歌
題
と
な

っ
て

い
る
。

「夕
立
」
以
外
に
は
、
秋

・
冬

の
季
節

の
変
わ

り
目

で
変
動
が
あ
る
。

「落
葉
」
と

「
時
雨
」
が
冬

の
題
で
は
な
く
秋

の
題
に
な

る

も

の
が
あ
り
、
秋

の
題

で
あ
る

「菊
」
が
冬

の
題

の

「残
菊
」
と
し
て
、
逆

に
冬

の
題

で
あ

る

「
霜
」
が
秋

の
題

の

「
秋
霜
」
と
し
て
組

み
込
ま
れ
て
い
る
も
の
が

あ

る
。

こ
の
う
ち
、

「
残
菊
」

と

「秋
霜
」

は

『
六
百
番
歌
合

』
に
設
題
さ

れ
て
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お
り
、
や

は
り
、
『
六
百
番
歌
合
』
は
後

の
百
首
歌

の
歌
題
選
択

に
対
し

て
影
響

力
を
持

っ
て

い
る
と

い
え

る
。
し
か
し
こ
れ
ら

は

「
夕
立
」

の
よ
う
に
そ

の
後
固

定

し
て
い
く
と
い
う
も

の
で
は
な
く
、

一
部

の
百
首
歌
に
限
ら
れ
て

い
る
た
め
、

本
意
と
し
て
定
着
し
て

い
く
も

の
で
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の

よ
う
な
異
な
る
季
節

に
部
類
さ
れ
る
歌
題
は
、
春

の
題
に
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
こ

と
か
ら
、
春

の
本
意
は
あ

る
程
度

固
定
さ
れ
て
い
る
と

い
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
建
保
期
に
な

る
と
、
新
古
今
歌
人
が
各
季
節

に

「月
」
を
詠
み
込
む
よ
う

に
な

る
。

そ

の
早
い
例
と
し
て
は
、
各
季
節
す

べ
て
の
月
を
題
に
し
て
い
る
慈

円

の
「句
題
百
首
」
、

「春
月
」
を
題
に
し
て

い
る
定
家

の

「藤

川
百
首
」
が
あ
る
。
さ

ら
に
、

「月
」
題

で
は
な

い
が
同
様

の
も

の
と
し
て
、
各
季
節

の
「夜
」
を
題
に
し
て

い
る
順
徳
院

の
「朗
詠
百
首
」
も
あ
る
。

し
か
し
、

こ
れ
ら
は
建
保
期
に
新
古
今
歌

人
に
よ

っ
て
唐
突
に
詠
ま
れ
始
め
た
も

の
と

い
う
わ
け
で
は
な

い
。
た
と
え
ば

「
朗

詠

百
首
」
の
よ
う
に
、
漢

詩
句

が
題
に
な

っ
て

い
る
も

の
で
は
こ
れ
ら
よ
り
早

い

時
期

か
ら
み
ら
れ
る
。
慈
円

・
順
徳
院

の
百
首
も
漢
詩
句
を
本
と
し
て
詠
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
漢
詩

で
詠
ま
れ

て
い
た

「
月
」
の
影
響
に
よ

っ
て
秋

の
題

で
あ

っ
た

「月
」
が
春

・
夏

・
冬

に
も
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
建
保
年
間

以
前
、
特
に
建
久
年
間
に
行
わ

れ
た
、
『
六
百
番
歌

合
』
を
は
じ
め
と
す
る
様

々
な
試

み
の
も
と
で
本
意
追
求
が
進
み
、
建
保
年
間
以

降

は
、
建
保
年
間
に
得
ら
れ
た
歌
題
が
多
少

の
違

い
は
あ

っ
て
も
継
承
さ
れ
る
、

つ
ま

り
、
建
保
年
間
が
区
切
り
と
し
て
存
す
る
と

い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

し

か
し
そ

の
組
題

の
型
は
、
突
如
と
し
て

一
変
す

る
と

い
う
も

の
で
は
な
く
、
百
題

百
首
及
び
少
数
題
百
首

の
集
合
体
と

し
て
で
き
あ
が

っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、

組
題

の
伝
統

と
地
続
き

の
も

の
で
あ

る
と
言
え

る
。

(
2
)
複
合
題

の
問
題

組
題

の
型

に
関
連
し
て
、
複
合
題

の
問
題
に
も
目
を
向
け

て
お
き
た

い
。
複
合

題

に

つ
い
て
は
、
歌
論
書
等
に
見
え
る

「結
題
」
が
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
も

の

を
指
し
て

い
る

の
か
、
句
題
と
は
分
け
る
必
要
が
あ
る
の
か
な
ど
、
術
語

の
定
義

自
体
が
曖
昧

で
あ
る
と

い
う
問
題
m
を
も

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
藤

平
春
男
や

田

村
柳
壱

。
が
指

摘

し
て
い
る
よ
う

に
、

「結

題
」
と

い
う
語

の
用

い
ら
れ
始

め
る

時
期
よ

り
、

「結

題
」

の
概
念
が
成
立

し
た

の
は
新
古
今
撰
集
時

代
に
近

い
こ
ろ

と
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
藤
平
は
、

こ
の
こ
ろ
は

「結
題
」
を

「
二

つ
の
概
念

の

結
合
」
と
理
解

し
て
い
る
と
し
、
こ

の
よ
う
な
理
解
が
示
さ
れ

て
い
る
の
は
、
「題

と
な

っ
て
い
る
事
物
に
は
本
意

が
成
立

し
て
お
り
、
結
題

は
二

つ
(
乃
至
二

つ
以

上
)
の
本
意

の
結
合
だ
か
ら
」
E
で
あ
る
と
指
摘
し
て

い
る
。

し
た
が

っ
て
、
複
合

題
は

二

つ
以
上

の
本
意

の
組
み
合
わ
せ
に
よ

っ
て
新

た
な
感
性
を
歌
に
詠
も
う
と

す

る
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
複
合
題

に
よ
る
百
首
は
、
新
古
今
時
代
前
史

に
お
い
て
は
、

か
な

り
の
頻
度

で
催
さ
れ
た
型

の
百
首

で
あ
る
と
さ
れ
て

い
た
が
、

文
治
年
間

(
二

八
五
～
)
頃
か
ら
仲
間
内
程
度

の
や
や
小
規
模
な
歌
会

に
よ

っ
て
詠
ま
れ
た
百
首

歌

で
は
新
古
今
前
史
同
様
、
複
合
題
に
す
る
こ
と
で
題

の
新
奇
さ
を
求
め
る
傾
向

に
あ
る
と
言
え
る
。

　

3
　
部
立
百
首

　
ま
た
、
松
野

の
調
査
範
囲
で
は
ま
だ

一
般
化
し
て

い
な
か

っ
た
部
立
百
首

は
、

文
治
年
間
頃
か
ら
正
式
な
晴
れ

の
場

で
催
さ
れ
る
百
首
歌
に
お

い
て
多

く
詠
ま
れ

る
よ
う
に
な

っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
建
保
年
間
以
降

は
、
複
合
題

に
よ
る
も
の
と

部
立
百
首
が
大
半
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。

　
題

の
制
約

の
な

い
部
立
百
首
が
多
く
な
る
の
は
、
歌

人
の
力
量
が
向
上
し
て
い

き
、
そ
れ
に
合
せ
て
配
列
意
識
に
も
工
夫
を
凝
ら
せ
る
よ
う
に
と
の
配
慮

が
あ

っ

て
の
こ
と
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、
典
型
的
な
本
意

か
ら
抜
け
出
そ
う
と

い
う
試

み
に
よ

っ
て
、
新
た
な
本
意
を
求
め

て
い
く
、
本
意
追
求
が
為
さ
れ

る
場
を
提
供
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し
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
実
際
に
詠
ま
れ
た
部
立

百
首

の
そ
れ
ぞ
れ

の
作
者

の
歌
題
が
堀
河

・
永
久
両
百
首
と
異
な

っ
て
い
る
場
合

に
言
え

る
こ
と
で
あ

る
。
逆

に
言
え
ば
、
『
堀
河

百
首
』
な
ど

に
よ

っ
て
各
季
節

の
本
意
が
定
着

し
た
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
題
を
設
け
な
く
と
も
そ
れ
ぞ
れ

の
歌
人

が
、
そ

の
規
範

に
則

っ
て
詠
む
と

い
う

こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
と
言
う

こ
と
も
で

き
る
。
そ

の
た
め
、
部
立

百
首
が
ど
の
よ
う
な
歌
題
を
想
定

し
て
詠
ま
れ

て
い
る

の
か
B
を
み
て
い
く
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

五
　
お
わ
り
に

　
組
題

の
型
や
百
首
歌

の
形
式
に
関

し
て
、
建
保
期
を
区
切
り
に
、
『
堀
河
百
首
』

『
永
久

百
首
』
の
歌
題
を
継
承
す
る
流
れ
を
脱

し
て
い
く
と

い
う
構
造
が
み
え
た
。

そ
し
て
そ
こ
に
は
、
『
六
百
番
歌
合
』
が
歌
題
選
択

の
新
た
な
規
範
と
し

て
加
わ

っ
て
い
る

こ
と
も
見
て
と
れ
た
。

こ
の

『
六
百
番
歌
合
』

に
代
表
さ

れ
る
、
建
久

期
に
行
わ
れ
た
様

々
な
試

み
の
も
と
で
本
意
追
求
が
進
み
、
建
保
期

以
降
は
、
建

保
期

に
得
ら
れ
た
題
が
多
少

の
違

い
は
あ

っ
て
も
継
承
さ
れ

て
お
り
、

し
か
も
そ

れ
は
、
組
題

の
伝
統
と
地
続
き
で
あ

る
と

い
う

こ
と
も
指
摘

で
き
た
。

　
冒
頭

で
も
述

べ
た
よ
う

に
、
百
首
歌
と
題

の
本
意

の
深
化
、
規
範
化
に
は
密
接

な
関
わ
り
が
あ

る
。

組
題
百
首
は
、
春
夏
秋
冬

の
、
よ
り
そ

の
季
節
ら
し

い
も
の

を
求
め

て
題
を
設
定
し
て
い
る
た
め
、
題
を
入
れ
替
え
て
い
く
と

い
う

こ
と
は
本

意
を
更
新

し
て
い
く
と

い
う

こ
と
、

ひ
い
て
は
感
性
そ

の
も

の
が
変
化
し
て

い
る

こ
と

の
表
れ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
よ
う
に
考
え

る
と
、

こ
の
、
組
題

の
型
に
関

し
て
、
建
保
期

に
得
ら
れ
た
題
が
継
承
さ
れ
て
い
く

こ
と
は
、
本
意
追
求
が
建
保

期
に
と
ま

っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
を
表

し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。

　

し
か
し
、
建
保
期
以
後
、
百
首
歌

の
形
式

は
、
複
合

題
と
部
立
百
首
が
大
半
を

占

め
る
よ
う
に
な

っ
て

い
た
。
し
た
が

っ
て
、
建
保
期
に
至

っ
て
、
従
来

の
百
題

百
首
形
式
、

も
し
く
は
少
数
題
百
首
形
式

の
組
題
か
ら
、

こ
れ
ら

の
形
式

の
百
首

歌

に
本
意

追

求

の
場

が

移

行

し
た

と

い
う

こ
と

が
考

え

ら

れ

る
。

そ

の
た

め
、

こ

の
区

切

り
と

し
て

存

す

る
建

保
期

に

お

け

る
百

首

の
詠

作

、

特

に
部

立

百
首

や

複

合

題

の
も

の
を

取

り
上

げ

て
、
歌

題

選

択

の
み
な

ら
ず

、

歌

の
素

材

を

ど

の
よ
う

に
振

る
舞

わ

せ

て

い
る

の
か

を
検

討

す

る

こ
と

が

必

要

と
な

る

だ

ろ
う
。

そ
う

す

る

こ
と

で
、

い
ま

だ

明

ら

か

に
さ

れ

た

と

は
言

え

な

い
建

保

期

の
和

歌

詠
作

の
実

態

を

紐
解

く

と

と

も

に
、

本
意

追

求

の
行

わ

れ

た

場
や

方

法

の
変

遷

を

も

明
ら

か

に
す

る

こ
と

が

で
き

る
だ

ろ

う
。

注1
藤
平
春
男

「題

詠
」

(『藤
平
春
男
著
作
集
　
第

2
巻
新
古
今
と
そ
の
前
後
』
第

一
章
第
二

　

節
、
笠
間
書
院

、

一
九
九
七
年
十
月
)
。

2
松
野
の
百
首
歌

に
関
す
る
論
考
と
し
て
①

「平
安
末
期

の
百
首
歌
に

つ
い
て
」

(『
東
北
大

　

学
教
養
部
紀
要

』
二
五
、

一
九
七
七
年

二
月
)
②

「組
題
構
成
意
識

の
確
立
と
継
承
-

　

白
河
院
期
か
ら

崇
徳
院
期

へ
ー
」

(『
文
学

・
語
学
』
七
〇
号
、

一
九
七
四
年

一
月
)
が

　

挙
げ
ら
れ
る
。

本
稿

で
は
①
を
適
宜
引
用
し
つ
つ
整
理
す
る
。

3
深
津
睦
夫

「組

題

の
世
界
-
新
古
今

以
後
を
中
心
に
ー
」

(『
論
集

〈題
〉

の
和
歌
空
間
』

　

和
歌
文
学
会
編

、
笠
間
書
院
、

一
九
九
二
年
十

一
月
)
。

4
以
下
、
そ
れ
ぞ

れ

『
堀
河
百
首
』
『
永
久
百
首
』
と

い
う
。
『
堀
河
百
首
』
が
勅
撰
集
に
則

　

っ
て
構
成
す
る

歌
材
を
配
列
し
た
正
統
題

で
あ
る
の
に
対
し
、
『
永
久
百
首
』
は

『
堀
河

　

百
首
』
と

の
題

の
重
な
り
を
避
け
、
行
事
色
を
色
濃
く
出
し
た
変
形
題
で
あ
る
。

5

「崇
徳
院
句
題

百
首
」

の
恋
歌

の
寄
物
題
十
首

の
別
伝
資
料
と
し
て
、

「讃
岐
院
恋
十
首

　

め
し
し
時
」

(貧

道
集
)
と
あ
る
。

ま
た
、

「歌
林
苑
十
座
百
首
」
も
無
名
抄
に

「
百
首

　

を
十
首
つ

つ
十

座
に
よ
み
て
」
と
あ

る
な
ど
、
十
首
単
位
で
披
講
し
、
そ
れ
を
集
成

し

　

て
百
首
に
ま
と
め
た
も

の
と
さ
れ
る
。

6
方
法
と

し
N
、

C
D
-R
O
M

版
を
用

い
ず
、
冊
子
を
繰
り
、
私
家
集

に

つ
い
て
は
百
首
形

　

態
を
と

っ
て
い
な

い
も
の
も
詞
書

か
ら
判
断
し
、
リ

ス
ト
化
し
た
。
し
か
し
、
ど

の
百

　

首
に
含
ま
れ
る

の
か
判
断

の

つ
か
な

か

っ
た
歌
も
あ
り
、
完
全
に

こ
の
調
査
範
囲

の
百
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首

歌

を

リ

ス

ト

化

で

き

た

と

は

言

い

が

た

い

。

と

は

言

え

、

O
U
あ

O
ζ

版

で

再

度

検

索

　

す

る

な

ど

し

て

、

百

首

歌

の

総

体

が

可

能

な

限

り

明

ら

か

に

な

る

よ

う

努

め

た

。

7
且
ハ体

的

に

は

、
少

数

題

百

首

の

一
種

で

、
全

部

で

二

十

五

題

の
歌

題

を

も

つ
も

の
が

あ

り

、

　

こ

れ

を

「
二

十

五

題

百

首

」

と

し

た

。

ま

た

、

深

津

が

指

摘

す

る

「
中

世

型

組

題

」

も

　

含

ま

れ

る

が

、

集

約

傾

向

の

あ

る

歌

題

組

織

に

つ

い

て

は

「
一
部

一
題

二

～

五

首

」

な

　

ど

と

記

し

た

。

複

合

題

と

や

、

堀

河

百

首

題

と

一
致

す

る

も

の

は

そ

れ

も

示

し

た

。

8

具

体

的

に

は

、

『
堀

河

百

首

』

と

『
永

久

百

首

』

を

そ

れ

ぞ

れ

の
配

列

順

序

は
変

え

ず

に

、

　

季

節

の

移

り

変

わ

り

に

合

わ

せ

て

並

べ

た

も

の

を

軸

と

し

て

一
致

す

る

歌

題

が

あ

れ

ば

　

○

を

、

類

似

歌

題

に

は

▲

を

付

し

、

そ

の

歌

題

名

を

記

し

て

い

く

と

い

う

方

法

で

作

成

　

し

た

。

さ

ら

に

、

ほ

ぼ

堀

河

百

首

題

と

一
致

す

る

歌

題

構

成

を

も

つ
百

首

歌

題

中

に

は

、

　

組

み

込

ま

れ

て

い

な

い
堀

河

百

首

歌

題

に

×

を

付

し

た

。

こ

れ

に

加

え

て

、

後

に

詳

述

　

す

る

が

、

各

季

節

の

「
月

」

題

な

ど

、

堀

河

永

久

両

百

首

に

は

な

か

っ
た

歌

題

で

、

多

　

く

の
百

首

歌

に

組

み

込

ま

れ

て

い

く

歌

題

に

つ
い

て

は

新

た

に

行

を

加

え

た

。

9

各

百

首

歌

が

十

題

百

首

か

二

十

題

百

首

か

の
別

を

形

式

の
項

に

入

力

し

、

上

か

ら

順

に
成

　

立

年

代

順

に

並

べ

た

。

正

治

後

度

百

首

と

春

日

百

首

の

問

で

新

古

今

集

が

成

立

す

る

た

　

め

、

太

線

に

よ

っ

て

区

切

っ
た

。

各

百

首

歌

内

の

配

列

順

序

は

変

え

ず

、

共

通

す

る

歌

　

題

が

同

じ

行

に

並

ぶ

よ

う

に

し

た

。

10

「複

合

題

」

と

い

う

呼

称

は

松

野

の
分

類

に

よ

る

も

の

で

あ

る

。

井

上

宗

雄

捻

誌

鵜
舞

鶏

　

　
　
　
　
りい
ロ　へ　
　
　
ヒ
エハ　
ニ
　
　
　
コ　
ひ
マ
む
を
ニ　
め
る
　
に
つ

　

い
て
」
(『立
教
大
学
呆

文
学
』
第
一一充
。勺三

九
ヒ
葦

=

月
)
は

、

松

野

の

分

類

し

た

「
素

題

」

と

「
複

合

題

」

　

を

、

「
単

純

な

題

」

と

「複

雑

な

題

」

と

に

分

け

、

「
複

雑

な

題

」

の

中

に

は

文

章

を

成

　

す

も

の

と

成

さ

な

い

も

の
と

が

あ

る

こ

と

を

指

摘

し

て

い

る

。

　

藤

平

は

両

者

の
試

案

を

踏

ま

え

た

上

で

問

題

の

整

理

を

し

、

院

政

期

以

前

の

題

詠

意

識

の

　

確

立

以

前

と

以

後

で

は

同

じ

「
結

題

」

の
形

式

を

と

っ
て

い

て

も

性

質

が

異

な

る

た

め

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ　
　
ヒ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
と
そ

　

分

類

と

し

て

は

松

野

に

則

る

の
が

よ

い
と

し

て

い

る

。

ま

た

、

田

村

柳

壱

(
の
詠
法
を
め
く
つ
て
ー

　

　れ
　
る
チ
ムぽ　
ヨ
　　
　
　
　
と
レ
ト
リ

　

ノ
ク
』
所
収
・
笠
間
書
院

死
八
ハ年
〉
も

松

野

の

分

類

に

則

っ
た

上

で
、

歌

論

書

や

歌

合

判

詞

等

に

お

け

　

る

用

例

か

ら

結

題

が

何

を

指

す

か

、

以

下

の
よ

う

に

ま

と

め

て

い

る
。

　
　

平
安
末
期

に
意
識
化
さ
れ
た

「結
題
」
と
は
、
堀
河

・
永
久
両
百
首
を
契
機
と
し
て

　
　
　
ヘ　　　へ

　
　

本
意

の
確
立

し
た
季
題

(素
題
)
に
、
時
間

・
空
間
乃
至
は
情
況

(
11
場
面
構
想
)
を

　
　

特
定
化
す

る
語
を
結
合
さ
せ
、

一
定

の
ま
と
ま

っ
た
題
意
を
形
づ
く
ら
せ
た
題
で
、

　
　

形
式
上
は

文
章
を
成
し
て
い
る
場
合
と
成
し
て
い
な

い
場
合
と
の
両
様
が
あ
り
、
題

　
　

を
構
成
し

て
い
る
文
字
数

は
二
字
以
上
で
あ
る
が
、
限
定
さ
れ
る
こ
と
は
な

い

(た

　
　

だ
し
、

「句

題
」

の
伝
統
を
受
け
継

い
だ
典
型
的
な
形
式
は
四
文
字
題
)

H
田
村
柳
壱

「題

　
　
「結
題
」
と
そ

の
詠
法
を
め
ぐ

っ
て
　

」

(和
歌
文
学
会
編

『
論
集

　
和
歌
と
レ
ト
リ

ッ
ク
』
所
収
、
笠
間
書
院
、

一
九
八
六
年
)
。

12
注
-
論
文
。

13

『
久
安
百
首
』

は
崇
徳
院

に
よ

っ
て
催
さ
れ
た
最
初
の
部
立
百
首
だ
が
、
藤
原
教
長

の
家

　
集

「貧
道
集
」

に
は

『
久
安
百
首
』

の
詠
作
に
、
百
題
百
首
の
よ
う
に
題
が
付
さ
れ
て

　

い
る
。

「貧
道
集

」
は
自
撰

に
よ
る
私
家
集
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、

こ
の
題
も
自
ら

　
が
付

し
た
と
考

え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

こ
こ
か
ら
、
歌
人
に
よ

っ
て
意
識

の
程
度
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

別

　
は
あ

っ
た
か
も

し
れ
な

い
が
、
部
立

百
首
を
詠
む
際
に
も
、
詠
作
す
る
歌

人
の
念
頭
に
　

　
ω

　
は
組
題
百
首
同
様
に
歌
題
が
あ

っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(兵
庫
県
立
神
崎
高
等
学
校
)


